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■各会計決算の状況

－1－

※1 歳入決算額から歳出決算額を差

し引いた額

※2 年度中に生じた事由などにより、

翌年度に繰越すこととなった事

業費にあてるための財源

※3 形式収支から翌年度繰越財源を

控除した額

（単位：百万円）

区　分 歳入

予　算　現　額 歳　入　決　算 執行率 翌年度繰越財源 実質収支額

A B B/A E F=D-E

930,622 887,813 95.4 3,115 3,891

3,949 3,854 97.6 0 0

932 918 98.6 0 109

219 273 124.5 0 162

232,436 233,011 100.2 0 1,310

23,247 23,113 99.4 0 852

132,236 127,023 96.1 0 1,115

2,083 1,919 92.1 0 67

395,102 390,112 98.7 0 3,615

1,325,724 1,277,925 96.4 3,115 7,506

417,191 386,920 92.7 0 0

（単位：百万円）

区　分

収益的収入 収益的支出

A B

22,211 23,005

2,356 2,556

1,535 1,652

50,482 40,593

45,089 33,271

53,183 48,036

174,856 149,113

▲ 362

▲ 246,028

24,206

4,471

1,052

1,047

569

63

14,044

23,051

企

業

会

計

25,743 ▲ 229,693

5,147

合合合合 計計計計

病 院 事 業 会 計

中 央 卸 売 市 場 事 業 会 計

軌 道 事 業 会 計

高 速 電 車 事 業 会 計

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

▲ 794

▲ 199

▲ 117

6,276

1,115

67

9,889

11,818

3,615

10,621

0

差引

1,267,304

386,920

未処分利益剰余金

（▲未処理欠損金）

累積資金残高

（▲資金不足）

▲ 8,154

▲ 3,827

歳出

執行率

97.8

95.6

92.7

95.2

88.9

C/A

94.6

97.6

109

50.5

99.7

95.8

86.9

162

1,310

852

形式収支額

D=B-C

7,006

0

809

111

231,701

1,852

386,497

22,261

125,908

公 債 会 計

基 金

会　計

小 計

会　計

歳　出　決　算

C

880,808

3,854

一 般 会 計

特

別

会

計

土 地 区 画 整 理

駐 車 場

母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

A-B

介 護 保 険

合合合合 計計計計

※1 ※2 ※3



■一般会計決算の状況（最終予算額）

－2－

27年度年度年度年度最終予算額は、最終予算額は、最終予算額は、最終予算額は、前年度比前年度比前年度比前年度比0.03％増の％増の％増の％増の9,306億円億円億円億円

・平成27年度当初予算は、統一地方選挙があったため、従来からの継続的な事業や例年実施している経常的な事務事業などに関わる経費を中心と

する骨格予算8,722億円としましたが、選挙後の第1回臨時市議会及び第2回定例市議会において、政策的な事業等の補正288億37百万円を追加し、

合計では前年度比1.8％増の9,010億37百万円となりました。

・その後の補正予算において、国の地方創生加速化交付金事業を活用した地域経済活性化対策や、オリンピック・パラリンピック基金の創設等、合わ

せて121億円を追加しました。さらに、前年度からの繰越事業に係る経費が175億円あり、最終予算額は9,306億22百万円となりました。

884,750

901,037

26年度

27年度

当初予算額 補正予算額 前年度からの繰越額

（単位：百万円）

最終予算額

930,345

最終予算額

930,622

18,280

12,125

27,314

17,460
伸率

1.8％
伸率

0.03％

793,865 789,321
822,350

872,346 871,218 884,700 898,244 902,997
930,345 930,622

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

（参考）過去（参考）過去（参考）過去（参考）過去10年間の最終予算額の推移年間の最終予算額の推移年間の最終予算額の推移年間の最終予算額の推移

（単位：百万円）

（1臨・2定補正後）



■一般会計決算の状況（収支の状況）

－3－

実質収支（決算剰余金）実質収支（決算剰余金）実質収支（決算剰余金）実質収支（決算剰余金）はははは38億億億億91百万円百万円百万円百万円

・この要因は、市税が30億14百万円、地方消費税交付金が53億96百万円の増となったため、財政調整基金、土地開発基金からの繰入れ50億14百万

円を取止めたことなどによるものです。

・実質収支については、19億5千万円を財政調整基金に積立て、残余は28年度に繰越しました。

3,115

3,883

3,891

4,527

880,808

882,717

7,006

8,410

887,813

891,128

歳

出

歳

入

歳

出

歳

入

2
7
年
度

2
6
年
度

26

年

度

決

算

額

（単位：百万円）

27

年

度

決

算

額

26

年

度

決

算

額

翌年度繰越財源

年度中に生じた事由などにより、

翌年度に繰越すこととなった

事業費にあてるための財源

実質収支

637
89 147

65 353 107

2,123

465
1,198

1,851

893

2,468 2,299

870
1,489

2,323

867 989
406

2,547

4,718

1,931

5,630

4,527

3,891

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

実質収支の推移実質収支の推移実質収支の推移実質収支の推移

（単位：百万円）

形式収支



■一般会計決算の状況（歳入決算の概要）

－4－

27年度歳入年度歳入年度歳入年度歳入決算決算決算決算額額額額は、は、は、は、前年度比前年度比前年度比前年度比0.4％減の％減の％減の％減の8,878億円億円億円億円

市税は前年度から0.3％の減少
個人市民税が納税者数の増加により増となったものの、法人市民税の税率引き下げによる法人市民税の減などにより、前年度から9億円の減少と

なりました。

地方交付税は前年度から1.2％の減少
地方消費税交付金など基準財政収入額の増により、前年度から12億円の減少となりました。

国庫支出金は前年度から4.9％の増加
子ども・子育て支援新制度関係費や地域住民生活等緊急支援のための事業費の増などにより、全体で前年度から92億円の増加となりました。

市債発行額は前年度から18.9％の減少
臨時財政対策債や街路事業費の減などにより、全体で前年度から189億円の減少となりました。

285,914

市税

286,778

91,167

地方交付税

92,319

196,871

国庫支出金

187,637

90,614

諸収入

95,247

80,965

市債

99,840

142,283

その他（※）

129,307

887,813

891,128

27年度

26年度

5,711 11,492

（6.7%）

うち臨時財政対策債 49,000

うち臨時財政対策債 58,000
※「その他」には、使用料及び手数料、道支出金などが含まれます。

（単位：百万円）

▲864

（▲0.3%）

▲1,152

（▲1.2%）

9,234

（4.9%）
▲4,633

（▲4.9%）
▲18,875

（▲18.9%）
12,976

（10.0%）

▲3,314

（▲0.4%）

うち臨時財政対策債 59,342

うち臨時財政対策債 52,000
※「その他」には、使用料及び手数料、道支出金などが含まれます。



－5－

■一般会計決算の状況（目的別歳出決算の概要）

27年度歳出決算年度歳出決算年度歳出決算年度歳出決算額は、額は、額は、額は、前年度比前年度比前年度比前年度比0.2％減の％減の％減の％減の8,808億円億円億円億円

総務費は前年度から12.8％の減少
市民交流複合施設整備費や白石区複合庁舎等整備費などの減により、前年度から59億41百万円の減少となりました。

保健福祉費は前年度から4.2％の増加
子ども・子育て支援費や障害者自立支援費などの増により、前年度から138億48百万円の増加となりました。

土木費は前年度から4.8％の減少
街路事業費や除雪費などの減により、前年度から48億18百万円の減少となりました。

教育費は前年度から17.4％の減少
学校整備費の減などにより、前年度から78億73百万円の減少となりました。

882,717

880,80840,538

総務費

46,479

344,826

保健福祉費

330,978

95,573

土木費

100,391

37,465

教育費

45,338

87,981

公債費

88,947

87,715

職員費

86,621

186,710

その他

183,964

27年度

26年度

（単位：百万円）

14,832

（10.8%）

（単位：百万円）

14,832

（10.8%）

（単位：百万円）

14,832

（10.8%）

（単位：百万円）

14,832

（10.8%）

（単位：百万円）

▲7,873

（▲17.4%）

14,832

（10.8%）

（単位：百万円）

▲5,941

（▲12.8%）

13,848

（4.2%）

▲4,818

（▲4.8%）

▲966

（▲1.1%）

▲1,910

（▲0.2%）1,094

（1.3%）

※「その他」には、環境費、経済費、諸支出金などが含まれます。

2,746

（1.5%）



■一般会計決算の状況（性質別歳出決算の概要）

－6－

人件費は前年度から1.4％の増加
退職手当の増などにより、前年度から13億24百万円の増加となりました。

扶助費は前年度から4.9％の増加
子ども・子育て支援費、障害者自立支援費などの増により、前年度から130億18百万円の増加となりました。

普通建設事業費は前年度から14.7％の減少
市民交流複合施設整備費、学校整備費の減などにより、前年度から161億51百万円の減少となりました。

96,225

人件費

94,901

280,329

扶助費

267,310

94,079

普通建設

事業費

110,231

87,621

公債費

88,496

73,485

貸付金

77,272

68,219

繰出金

63,733

180,849

その他（※）

180,774

880,808

882,717

27年度

26年度

（単位：百万円）

1,324

（1.4%）
13,018

（4.9%）

▲16,151

（▲14.7%）

▲875

（▲1.0%）

▲3,787

（▲4.9%）

4,486

（7.0%）
▲1,910

（▲0.2%）

75

（0.0%）

※「その他」には、補助費等、物件費などが含まれます。



全会計市債残高は全会計市債残高は全会計市債残高は全会計市債残高は12年連続の減少年連続の減少年連続の減少年連続の減少

一般会計市債残高は一般会計市債残高は一般会計市債残高は一般会計市債残高は4年連続で増加年連続で増加年連続で増加年連続で増加

・一般会計の市債残高は、前年度比0.7％増の9,906億円となり、

臨時財政対策債の残高の増により4年連続で増加しました。

・特別会計・企業会計を含めた全会計の市債残高は、前年度比

1.2％減の1兆6,863億円となり、12年連続で減少しました。

・平成27年度の市債残高は、計画事業を着実に実施しながらも札

幌市まちづくり戦略ビジョン・アクションプラン2015の見込額を下回

り、堅調に推移しています。

（元金償還額：1,375億28百万円 市債発行額：1,163億83百万円）

■主要財政指標の状況（1）

－7－

財政調整基金財政調整基金財政調整基金財政調整基金28年度末残高は年度末残高は年度末残高は年度末残高は152億円の見込み億円の見込み億円の見込み億円の見込み

・27年度は25億14百万円の支消を予定していましたが、予算の執

行状況を勘案し、支消を取止めました。また、27年度決算剰余金

のうち19億5千万円を積み立てた結果、27年度末現在高は192億

円となりました。

・28年度に現計予算（2定補正後）どおり40億円を支消した場合、

28年度末残高で152億円となる見込みです。

・アクションプランに掲げた、平成31年度末の残高について100億

円程度の水準を維持しています。

9,504 9,508 9,577 9,834 

（10,173）

9,906 

8,320 7,932 7,533 7,241 （6,984）

6,957 

17,825 17,440 17,110 17,075
（（（（17,157））））

16,863

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

市債現在高の状況市債現在高の状況市債現在高の状況市債現在高の状況

一般会計 特別会計・企業会計

（単位：億円）（単位：億円）

※将来の市債の満期一括償還のために積み立てた額を償還とみなし、減債基金から借り入れた額を市債とみなした場合

※（ ）内はアクションプランにおける見込

0

32

0

49

25
40

0 0 0

25

0

136
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175 173
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0

20

40

60
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160

180

200

220

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

財政調整基金の状況財政調整基金の状況財政調整基金の状況財政調整基金の状況

支消額（予算） 支消額（決算） 年度末現在高

（単位：億円）

（見込）



健全化判断健全化判断健全化判断健全化判断比率等は引き続き健全な比率等は引き続き健全な比率等は引き続き健全な比率等は引き続き健全な比率を堅持比率を堅持比率を堅持比率を堅持

財政規律の維持と適切な財政運営により、前年度に引き続き、

早期健全化を求められる基準を下回る健全な比率を維持してい

ます。

※健全化判断比率とは

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく、自治

体の財政の健全性を示す指標

※資金不足比率：公営企業ごとの資金不足額の事業規模に対す

る比率

・実質赤字比率：一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

・連結実質赤字比率：全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

・実質公債費比率：一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準

財政規模に対する比率

・将来負担比率：一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に

対する比率

■主要財政指標の状況（2）

－8－

※右上図における健全化判断比率のうち「－」と標記されているのは実質赤字がなかったことを、資金不足比率が「－」と標記されているのは資金不足がなかったことを表してい

ます。

病院事業会計 －

中央卸売市場事業会計 －

27年度決算

（札幌市）

資

金

不

足

比

率

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

健

全

化

判

断

比

率

－

－

4.9%

61.8%

下水道事業会計 －

健

全

団

体

財

政

健

全

軌道事業会計 －

高速電車事業会計 －

水道事業会計 －

財

政

悪

化

早期健全化基準 財政再生基準

健全団体 経営健全化団体

経営健全化基準

早

期

健

全

化

団

体

財

政

再

生

団

体

11.25％

16.25％

25％

400％

20％

30％

35％

20％



■市税決算の概要

市税決算額は市税決算額は市税決算額は市税決算額は前年度比前年度比前年度比前年度比0.3％減の％減の％減の％減の2,859億億億億14百万円百万円百万円百万円

納税者数の増加による個人市民税の増があったものの、法人

市民税の税率引き下げによる法人市民税の減などにより、減

収となりました。

収入率については、前年度比0.4ポイント増の97.7％となりまし

た。

－9－

274,794 275,077
277,128

273,833

279,544

286,778 285,914

94.3 94.3
95.0

95.8

96.7
97.3 97.7

88.0

90.0

92.0

94.0

96.0

98.0

260,000

270,000

280,000

290,000

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

市税決算額（百万円） 収入率（％）

Ａ 構成比 Ｂ 構成比 Ｃ 構成比 Ｃ － Ａ 伸 率 Ｃ － Ｂ 伸 率

個 人 市 民 税 94,865 33.1 96,277 34.0

283,261

（単位：百万円、％）

26 年 度 27 年 度

決 算 額 予 算 額 決 算 額 26 年 度 決 算 比 27 年 度 予 算 比

現 年 課 税 分 283,725 98.9 280,500 99.2

96,522 33.8 1,657 1.7 245 0.3

99.1 ▲ 464 ▲ 0.2 2,761 1.0

▲ 0.1 296 0.2

10.3 ▲ 1,991 ▲ 6.3 1,657 5.9

▲ 127

29,539

そ の 他 26,704 9.3 26,138 9.2 26,701

130,499 45.6
固 定 資 産 税

都 市 計 画 税

130,626 45.5 130,203 46.0

法 人 市 民 税 31,531 11.0 27,882 9.9

▲ 13.1

100.0 ▲ 864 ▲ 0.3

253 10.5

9.3 ▲ 3 ▲ 0.0 563 2.2

合 計 286,778 100.0 282,900 100.0 285,914

2,653 0.9 ▲ 400滞 納 繰 越 分 3,053 1.1 2,400 0.8

3,014 1.1



■札幌市の財政を家計に例えると・・・

平成27年度一般会計決算総額を、年収480万円（１か月40万円）の家計に例えると、以下のようになります。

－10－


